
 

 

 - 1 - 

2020年 11月４日 

 

各 位 

 

会 社 名 株式会社秀英予備校 

代表者名 代表取締役社長 渡辺 武 

 （コード：4678、東証第１部） 

問合せ先 専務取締役管理本部長 渡辺 喜代子 

 （TEL．054－252－1792） 

 

業績予想及び配当予想に関するお知らせ 

 

2020年５月11日に公表した「2020年３月期 決算短信[日本基準]（連結）」及び2020年８月６日に公表し

た「2021年３月期 第１四半期決算短信[日本基準]（連結）」において未定としておりました2021年３月期

（2020年４月１日～2021年３月31日）の連結業績予想および配当予想につきまして、下記のとおりお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１． 業績予想について 

 

 （１）2021年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値（2020年４月１日～2020年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円 銭 

― 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 4,831 △336 △348 △376 △56.16 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） ― ― ― ―  

増  減  率 （  ％  ） ― ― ― ―  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2020 年３月期第２四半期） 
5,120 △433 △449 △753 △112.23 

 

（２）2021年３月期通期連結業績予想数値（2020年４月１日～2021年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円 銭 

― 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 10,650 100 77 17 2.53 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） ― ― ― ―  

増  減  率 （  ％  ） ― ― ― ―  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 0 年 ３ 月 期 ） 
11,479 581 557 536 79.93 
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（３）公表の理由 

2021年３月期の業績予想につき、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による業績への影響を合理的に算定

することが困難であることから未定としておりましたが、現時点で入手可能な情報に基づき算定し、公表する

ことといたしました。 

第２四半期連結累計期間の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、新入学者

数の減少、夏期講習募集の停滞により売上高が減少したものの、営業費用の削減により営業損益はやや改善す

る見込みであります。 

現状、新型コロナウイルス感染拡大の長期化が懸念されるなか、生徒数及び売上高は回復基調にあります

が、例年並みに回復するには至っておりません。通期の業績予想につきましては、第２四半期末での生徒数減

少が継続することを前提とし、現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づき業績予想を算出いたしまし

た。 

 

 

 

２． 配当予想について 

 

（１）2021年３月期配当予想 

 
年間配当金（円） 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前 回 予 想 ― ― ― ― ― 

今 回 予 想 ― 0.00 ― 未定 未定 

当 期 実 績 ― ―    

前 期 実 績 

（ 2 0 2 0 年 ３ 月 期 ） 
― 0.00 ― 0.00 0.00 

 

（２）配当予想公表の理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして認識しております。安定的な経営基盤の確保

と株主資本利益率の向上に努めるとともに、配当につきましても安定的な配当の継続を業績に応じて行うこと

を基本方針としております。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大の収束が見通せず、当社グループを取り巻く経営環境は不透明

な状況にありますので、第２四半期末の配当金を無配とし、期末配当金につきましては引き続き未定とさせて

いただきます。 

 

 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま

た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以上 


